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まえがき

筆者はこれまで、エンカウンター・グループのうちでも特に看護学生や看

護師、養護教諭などの研修の一環として参加を義務づけて行われる、いわゆ

る“研修型エンカウンター・グループ”と呼ばれる小集団の集中的グループ

に、ファシリテーターとして関わってきた。しかし、エンカウンター・グ

ループは本来、個人が自ら申し込み、参加する、いわゆる“自発参加型’'が

基本の形式である。そのためか、その対象がたとえ研修型のエンカウン

ター・グループであっても、そこで展開される実践の方法も研究も自発参加

型のエンカウンター・グループを想定して行われ、自発参加型とは異なる別

個のものとして考えられることはなかった。

ところが、筆者がいざ研修型エンカウンター・グループにファシリテー

ターとして関わってみると、メンバーは頻繁に遊ぽうとするし、外出しよう

とする。また、幾つかの小さなサプグループに分かれてごそごそと話し、全

体で 1つのグループとしてまとまらなかったりして、なかなか自発参加型エ

ンカウンター・グループのような対話中心の流れになりにくい。余りにもこ

れが続くと、これはとてもエンカウンター・グループと言えないほどの遊び

中心の流れになり、ファシリテーターとして難しさを感じた。これは、自発

参加型にファシリテーターとして参加する場合には感じることのなかった難

しさである。

そこで筆者は、 「これは筆者だけの問題だろうか、筆者のファシリテー

ション (facilitation、促進すること、およびその方法、あるいは促進しよ

うとしてファシリテーターがとる言動）の技術が拙いためだろうか」と考え

始めた。そのうち、研修型エンカウンター・グループが難しい問題をもって

いると指摘する論文が出てくるようになった。また、研修型特有と思える難

しさを伝える事例が報告されたり、研修型でなくても青年期のグループが類

似の難しさを感じさせることを指摘する論文も出てくるようになった。筆者

だけの問題ではないことが分かり、ひと安心はしたものの、解決にはならな



かった。どうすればよいのかを論じた研究はなかった。そこで、筆者は研修

型エンカウンター・グループのファシリテーションに焦点を絞った。そし

て、そこにファシリテーターとして参加しながら、事例ごとに考え、あるも

のは研究論文にまとめながら、研修型エンカウンター・グループのファシリ

テーションについて研究し続けてきた。

これを研究するためには次のような基本的なことから考えなければならな

かった。研修型エンカウンター・グループが難しいのは筆者がファシリテー

ターとして未熟なためか？ それとも研修型エンカウンター・グループ自体

が難しいのか？ 困難性を理由に研修型を自発参加型と違うものと想定して

よいのか？ 違うとすれば、その違いの根底には何があるのか？ 自発参加

型とこれほど異なる展開を見せる研修型を、同じ“エンカウンター・グルー

プ”という名で呼んでよいのか？

また、ファシリテーターや研究者によってエンカウンター・グループ観は

異なっている。上記の疑問に対する考え方は、そのエンカウンター・グルー

プ観によって異なっている。ファシリテーターや研究者により考え方が異な

るという状況を踏まえた上で、研修型と自発参加型を分けて、研修型エンカ

ウンター・グループに対するファシリテーションをどのようにすればよいの

か？ どのようにすれば逸楽行動 (p.13) に対応できるのか？ などのこ

とを考えねばならなかった。

そして分かってきたのは、研修型エンカウンター・グループに特有の困難

はメンバーの問題意識が低いことに起因し、それに対するファシリテーショ

ンとして重要なのはファシリテーターという役割としてではなく、極めて個

人的な側面を重視した姿勢でエンカウンター・グループに臨むということで

あった。

本書は筆者のそうした研修型エンカウンター・グループヘのファシリテー

ション研究をまとめたものである。

平成17年 4月

中田行重
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